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施設名

演題名
幸せホルモン「回想は続くよ　どこまでも」

～あの日　あの時　あの場所で　Season2～

チーム
メンバー
（職種）

改善しようとした
問題課題

実施した対策

改善の指標と
その目標値

日常的な物事に関心を示さなかったり、活動量が少なく傾眠される
ご利用者が見られておりフロアに活気や笑顔が足りていない

分類

(ふりがな)

チーム名

活動回数 7

リーダー名
（職種）

回

活動期間

活動の場
※複数選択可

活動の種類
※複数選択可

歯止めと
標準化

改善指標の
対策実施

前後の変化

(ふりがな)

発表者（職種）

（指   標）　ご利用者の笑顔の増加

（目標値）　ご利用者の笑顔を増やし幸せな施設生活を過ごして頂く

・提供時間を確保するために、多職種と連携、シフト調整し回想法の実施
・日中の活動量を確保するために、アセスメントを基に昔の遊びを提供
・食事からも楽しみを見つけるために、ご利用者に聴取し思い出メニューを提供

（実施前）　日常的な物事に関心を示さなかったり、活動量が少なく傾眠されるご利用者がいた

（実施後）　DBD13の数値の改善に伴い、ご利用者の活動量が増量し笑顔が増えた

・食事からも楽しんで頂くために栄養科が定期的に思い出メニューを聴取し提供する
・親身な対応を行うためにフロアスタッフが毎日月間のレクリエーション表を作成し昔の遊びを提供する
・認知症状の状態把握を行うためにDBD13を6ヶ月に1回アセスメントを行う
・回想法の種類を増やすために幸せホルモン会議で毎月ディスカッションを行う
・利用者満足度の向上のために毎年アロマの研修を受講し資格を取得する

川本
かわもと

　裕幸
ひろゆき

　(介護福祉士)介護老人保健施設ライフサポートひなた

③患者サービス・患者満足度の向上をめざすもの

②支援部門

③管理部門

加藤　里奈

令和5年10月末　～　令和6年5月末

取り組種別 施策実行型

川本　裕幸　（介護福祉士）

杉本　綾 看護師

大城　杏菜　 理学療法士

植村　太一 調理師

介護福祉士

介護福祉士齊藤　侑太

中平　由佳 介護福祉士

事務

「回想
かいそう

は幸
しあわ

せに」

①職場単位の活動

③テーマに合わせて形成したチーム活動

④組織全体で取り組んだ活動

川本　裕幸



前年の取り組みで用いたマトリックス 図、定期集計のDBD13に対して再評価を行い

「回想法を行い幸せ、笑顔を引き出す取り組み」を継続して実施。

前年の取り組みから標準、定着化できている部分を把握しメンバー、職種を増やすことで

より多くの利用者様へ回想法の実施、提供できるのではないかと考えた。

【テーマの選定と背景】

項目3.日常的な物事に関心を示さない

項目4.特別な理由が無いのに夜中起き出す

項目6.昼間寝てばかりいる

項目11.世話をされるのを拒否する

前回の取り組み後、２８名を対象にＤＢＤ13の再調査を実施

その結果から数値の高かった項目３、４、6、１１に着目

【現状把握】 DBD13 認知症行動障害尺度

回想法を継続して実施 追加対策の立案！

【目標設定】

笑顔

【活動計画の立案】



    

            

           
        

            

         
         
           

               
            

           
      

      
        

          
            

           

                    

      

   

   

   

   

   

   

               

            

                  

      

   

   

   

   

   

   

               

             

      

   

   

   

   

   

   

               

      

   

   

   

   

   

   

               

                

                
                     

                    

         
         
     

【活動計画の実施】

急な欠員で回想法や

レクが実施できない…

①人手不足による問題

利用者の人数が多いと

職員１人だと大変…

事前に出勤スケジュールを確認し、

可能な時間帯で通所スタッフや

リハビリスタッフが回想法を実施

多職種での協力、連携ができた！

日々の回想法を用いたレク

②昔の遊び、趣味による個別レク

普段の回想法レクから昔やっていた

ご利用者様の趣味、遊び等の把握
将棋や麻雀などの趣味や昔遊んだ遊びが分かり

集団レク以外でも空き時間に個別レクを提供することができた！

③栄養科の協力による思い出メニューの提供

管理栄養士がラウンドを実施。昔よく食べていた

メニューや通っていたお店などの把握！

聴取した内容を基に、毎月の会議で話し合い

思い出メニューの提供

                       

                      
                              

【効果の確認】

【中間確認と追加対策】



                        
        

             

                  

                    

                         

             

            

                  

           

                            

                 

                    

                          

                
                     

                     

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

                 

                      

                          

                  

   
   

   

   

   

   

   

   

   

                      

                         
                         
                  

              

      
   

   

   

   

   

   

   

                      

             

           

  

  

  

  

  

      

   

                

        

                 

                           

                   
                   
                    
                 

              

   
   

   

   

   

   

   

   

   

                      

                

                   
                
                 
              

                

                    

      

   

   

   

   

   

   

   

                      

【標準化の管理と定着】 【反省と今後の進め方】

【波及効果】

【無形効果】


